
会  議  開  催  結  果 

１ 会議の名称 第１回砥部町介護保険事業計画等策定委員会 

２ 開催日時 令和５年８月７日(月)午後７時から午後８時 25分 

３ 開催場所 砥部町役場 大会議室 

４ 議題 

議題 

１ 砥部町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画の策定概

要について 

２ アンケート調査結果の報告について 

３ 計画策定スケジュールについて 

４ その他 

５ 出席者名 

【出席委員】田中昭子・中城有喜・楮本大輔・安岡英哉・ 

西岡真由美・成瀬亮太・大野啓子・佐川正子・ 

荒谷英彦 

【欠席委員】篠森華奈 

（９名出席［欠席者１名］） 

【町   長】佐川秀紀 

【事 務 局】堀潤一郎（介護福祉課長） 

       西山三保（介護福祉課長補佐） 

       中西洋一（介護福祉課長補佐兼介護保険係長） 

       佐々木寛治（㈱サーベイリサーチセンター四国事務

所長） 

６ 公開又は非公開の別 公開 

７ 非公開の別 － 

８ 傍聴人数 ０人 

９ 所管課 
砥部町介護福祉課 

電話 ９６２－７２５５ 



第１回砥部町介護保険事業計画等策定委員会 会議録 

発言者 発言内容 

事務局 開会宣言  

町長 町長あいさつ 

 出席者自己紹介 

事務局 会長、副会長の選出をいたします。策定委員会の設置条例では、第４条に

会長及び副会長を１人置く。会長は委員が互選し、副会長は会長が指名する

となっています。会長の選出からお願いいたします。ご意見ございませんか。 

委員 事務局案はございませんか。 

事務局 

 

先ほど事務局案についての意見がございました。事前に相談させていただい

ております会長、副会長の事務局案を発表させていただいてよろしいでしょう

か。 

委員（全員） （拍手） 

事務局 

 

会長に田中委員、副会長に西岡委員でいかがでしょうか。ご賛同いただける方

は拍手をお願いいたします。 

委員（全員） （拍手） 

事務局 

 

ありがとうございます。会長が田中委員、副会長が西岡委員に決定いたしまし

た。その場で一言ずつご挨拶をお願いいたします。 

会長 

 

 会長を拝命しました田中でございます。不慣れなこともあるかと思いますが、

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

副会長 

 

 

西岡です。広田地区から唯一１人ということでお願いいたします。皆さんの意

見を聞いて、広田地区に生かしていきたいなと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 諮問書提出 

 議事録署名人選出 

事務局 

 

 策定委員会設置条例では、策定委員会の会議は会長が議長を務めるとなっ

ていますので、これからの進行を田中会長にお願いします。 

議長 

 

 議題（１）「砥部町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画の策定概

要について」、事務局から説明をお願いします。 

事務局 

 

資料 砥部町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画の概要により説明

する。 

議長 

 

 

ただ今、説明がありましたが、質問や意見はございませんか。私からいいです

か。高齢化が進んでいるという現状があると思うんですけれども、要介護認定率

は抑えられていて、介護予防ができているんじゃないかなというふうにも見受



けられました。そのあたりの手応えのようなものは何かありますでしょうか。 

事務局 

 

 

早期に気になる方、フレイル予備軍の方を抽出できるように、３年前から独居

の方、高齢者世帯の方に基本チェックリスト調査という日常生活のアンケート

調査を実施しまして、早期にフレイル予防教室にご案内したりとか、百歳体操を

地区で展開していただけるように、サロン等に働きかけを行ったりしています。 

議長 ありがとうございました。町民の方にも介護予防の意識づけができたらいい

なと、今お聞きして思いました。 

議長 続きまして、（２）アンケート調査結果の報告について、説明をお願いいたし

ます。 

事務局 資料 砥部町高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画策定のためのア

ンケート調査結果報告書（抜粋版）により事務局が説明する。 

議長  ただいまのご説明について、委員の皆様からご意見、ご質問はございません

でしょうか。 

委員  アンケート結果の考察があれば教えてください。 

事務局 今回のアンケートについては、評価方法別の判定結果を見ても、高齢者の心身

の状態は３年前の調査と比べて、ほとんど変わっていないんですけれども、特に

気になったのは、介護予防に意識的に取り組んでいる人の割合が減っていて、興

味はあるが具体的に取り組み方がわからないという人が増えている点です。興

味はあるけれど、どうすればいいかわからない人に対して届く広報であるとか、

様々な機会を活用した啓発が大切になってくるんじゃないかなと考えておりま

す。 

要介護者については、単身世帯が多くて、日常的に介護を受けられない人が多

いという状況の中で、移送サービス、見守り、声がけ、配食サービスといったサ

ービスのニーズが高まってきているので、これからは介護保険のサービスの基

盤整備と並行して、こうした介護保険以外のサービス・支援のさらなる充実が必

要になっているんじゃないかなと思います。 

委員  一般の高齢者に関しては、認知機能やうつ傾向の該当が高いという印象でし

た。うつや認知の面の心配があるんですけど、実際の介護保険サービスの利用状

況としては、軽度者の給付月額は全国や愛媛県を上回っています。僕自身が関わ

っている中では、認知、うつというのは身体的な方が多いのかなという印象があ

るので、介護保険を使われている方と使われていない方という差はあるんです

けれども、１つ心配なところがちょっと逆転しているのは何かあるのかなと思

いました。 

アンケート結果の方に戻るんですけれども、実際に介護されている内容とい

うところで、パーセンテージが高いのは、介護は介護でも家事、外出、食事の準

備といった周辺的なもの、IADL 的なものがすごく多いという印象で、身体的な

介護のパーセンテージは低い。自分なりの勝手な解釈は、身体的な介護は 24時

間必要になってくる可能性が高いので、こういう方は施設に行かれている方が

多いのかと思いました。介護保険サービス以外の支援では、配食や移送サービス

が多いですが、配食は調理のサービスはほぼないという状況なので、移動手段の

問題が大きいのかなと思いました。なので ADL、介護の負担に直結するようなこ

とがあれば、皆さんの中での問題は大きくなるのかなと思いました。 

軽度者の方の給付月額が多いといっても、今情勢的には軽度者の方にいかに



サービスを卒業させていくかというような状況の中で、軽度者の方が多いとい

うところも同時にどういう因果関係があるのかなというのは見てみたいなと個

人的に思いました。時期としては、大体ほかの自治体も年明け、１～３月に

実施している所が多いです。極端な差ではなく、他の自治体も全体的に上が

っています。さらに４割というのが高い感じがしました。平均は高くても３

割くらいです。これからの生活に不安があると、どうしても前向きな気持ち

になれなかったのだろうと思います。 

議長 今回の調査には、介護保険サービスの利用状況は入ってないんですね。 

事務局 今回の調査では、介護保険サービスの利用状況は調査項目の中に入っていま

せん。利用状況については、介護保険外のどういった支援を受けているかという

部分に限定して聞くような形になっています。 

議長   要介護認定されているので、介護保険サービスを使われている方が多いと思

いますが、何割ぐらいの方が介護保険サービスを利用しているとか、別の調査だ

ったかもしれないんですけど、拝見したようにも思ったんですが。 

事務局 今回の一般高齢者の調査については、要支援１、２を受けている方と介護認定

を持っていない方に調査をしている自治体はあるんですけど、砥部町は介護認

定を持っていない方の調査になります。要介護認定者の調査については、介護認

定を持っている方で、施設等に入所していない方が対象になります。 

本日お配りした、結果報告書には、介護保険施設への入所の検討状況や介護

保険サービスの利用の有無の質問はありますが、どんなサービスを使っている

というところまで聞くような形にはなっていません。 

議長  だいたい介護認定される方は、介護保険サービスも利用されているので、介

護保険とともに、周辺的な支援も受けている方がいる。家族だけの支援で生活し

ている方は少ないのではないかと思います。 

 他に何かご意見等ありますでしょうか。 

委員  このアンケートの項目は、何か全国的に標準化されたものですか。 

事務局  高齢者一般調査、認定者向けの調査とも、国がモデル調査票を出していて、

その調査項目がベースになっています。 

委員  ありがとうございます。他の県とか他の地域との比較は可能になっていると

いうことですよね。 

事務局  可能と思います。 

委員 アンケートの対象者は悉皆ではないから、選んで出しているわけですよね。ど

んなふうに選んでいますか。 

事務局 

 

 介護認定を受けていない方は、住民基本台帳から無作為に抽出させていただ

いております。 

委員 地域によって特徴が異なるので、地域別の結果があればよいと思いました。 

事務局 地区別の集計については、本日お配りしています抜粋版でない方の全部載っ

ている報告書には、地区が関連すると思われるような設問については、地区別の



 

クロス集計も掲載しておりますので、あとでご覧いただければと思います。 

議長 その他いかがでしょうか。続きまして、議題（３）計画策定スケジュールに

ついてご説明をお願いします。 

事務局  資料 砥部町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定スケジュール

により事務局が説明する。 

委員 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。会議

の日程はその都度調整してくださるということですね。特にその他がなけれ

ば、以上で審議を終わりたいと思います。 

事務局 先ほど会長から、介護認定を受けた方がどういうサービスを使っているかと

いう質問がありましたが、介護保険事業状況報告が手元にありまして、５月のサ

ービス利用分になりますが、認定者数が１号被保険者は 1,305人なんですけど、

そのうち居宅介護サービスを使っている方が 745 人、地域密着型サービスを使

っている方が 106 人、介護施設等に入っている方が 193 人いらっしゃいます。

足してみても 1,305 人になりません。入院等によりサービスを使っていない人

や認定は受けているけどサービスを使っていない人が 300 人程度いると思いま

す。 

議長 ありがとうございます。調査結果の 137ページの問 15の「現在、介護保険サ

ービスを利用していますか」という問もありましたので、こちらで見ると 65.3％

の方が利用していて、利用していないという方は 34.7％いらっしゃるという結

果だったようなので、要介護認定を受けている方の中での結果だと利用してい

ない方も３分の１ぐらいいらっしゃるようです。 

ありがとうございました。以上を持ちまして、審議を終えたいと思います。

事務局へ進行をお返ししたいと思います。 

事務局  閉会宣言 


